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「ワクチンInformation」は、ワクチン.net（https://www.wakuchin.net/）からpdfを取得できます。

蚊が増える夏は感染リスクが高くなるため、接種歴を確認しておきましょう

日本脳炎は、ブタなどの動物の体内でウイルスが増え、コガタアカ
イエカ（水田などを好み夕方から活動する蚊）が、その動物の血を
吸ってヒトを刺したときに感染します。ヒトからヒトへの感染はありま
せん。日本では、コガタアカイエカの活動が活発になる夏から秋に
かけて感染例が報告されます1）。現在は特別な治療法はなく、対症
療法が中心ですので2）、蚊の対策に加え予防接種が大切です。

ワクチンを接種することは感染症から人々や社会を守るというベネフィットがある一方、副反応のリスクもあります。ワクチン接種に関して気になることは、お住まいの市区町村またはかかりつけ医に相談しましょう。

日本脳炎について
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日本脳炎ワクチンは、定期接種として計4回接種を受けることができ、感染リスクを75
～95％減らすことができます3）。
なお、2005年度から2009年度まで予防接種の積極的な案内が行われていません
が、その後新たなワクチンが開発され、現在は日本脳炎の予防接種を通常通り受けら
れるようになっています3）。その時期に予防接種の機会を逃している方は、キャッチ
アップ接種をご検討ください＊1。また、ワクチンの安全性など詳しくは、厚生労働省の
HPをご確認ください。

日本脳炎ワクチンについて

日本脳炎を予防するためには
予防接種と蚊の対策が重要です。

感染経路

感染者の100～1,000人に1人が脳炎になる
急な発熱、頭痛、吐き気などで発症
急激に意識が低下し、けいれんし、昏睡状態になる
命を落とす確率は約20～40％、後遺症のリスクも高い

日本脳炎を含む動物から人間にうつる感染症は「動物由来感染症」と呼ばれています。
日本では数十種類あると言われていますが、世界では200種類以上も見つかっています。

日本は、温帯の島国であるという地理的要因や衛生観念の強い国民性から動物由来
感染症は少ないものの、人・モノの移動、土地開発、野生動物のペット化も増えてきて
おり、注意が必要です6）。多くの生物と共存しているという事実を忘れず、対策をして
いきましょう。

日本ではワクチンの普及などにより日本脳炎の発症者数は減少しましたが、日本脳炎
ウイルスは近年でも西日本を中心に広い地域で確認されており、3歳未満の日本脳炎
症例も報告されています。
日本小児科学会は、3歳から開始する標準的な接種スケジュールに加え、「日本脳炎
流行地域に渡航・滞在する小児、最近日本脳炎患者が発生した地域・ブタの日本脳炎
抗体保有率が高い地域に居住する小児」に対しては、生後6か月からの接種開始を推
奨しています5）。国内では実際に生後6か月を接種開始時期にしている地域もありま
す。生後6か月から3歳未満で接種を希望される場合は、お住まいの市区町村または
かかりつけ医にご相談ください。
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海外に連れて行く予定ですが、
日本脳炎ワクチンを
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日本脳炎の特徴
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「動物由来感染症」から身を守るには

症状

日本脳炎ワクチンの標準的な接種スケジュール

生後6～90か月（7歳6か月）未満＊2

第1期

標準：3歳時 標準：4歳時

6か月以上6～28日

9～13歳未満
第2期

標準：9歳時

＊1　
＊2

1995年4月2日～2007年4月1日に生まれた方は、20歳未満まで定期接種として接種が可能です3）。
3歳未満の接種量は1回0.25mL、3歳以上は1回0.5mLですが、第1期接種をすべて0.25mLで済ませた場合も、
標準的な第2期接種の時期までの間に、それ以上の追加的接種を行う必要はありません5）。

日本脳炎は
ワクチンで防げる
病気なんだね！予防接種・ワクチン情報

日本脳炎ワクチン（厚生労働省）

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/yobou-sesshu/vaccine/japanese-encephalitis/index.html
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可能です。流行地域に行く場合は、国内外
問わず生後6か月から接種を開始すること
が推奨されています。
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